
○H30研修協力校における授業研究会による実践の普及（H27～30実績）
高等学校：１３回 中学校：１０回 小学校：９回

○新滋賀県モデル「CAN-DOリスト」言語活動事例の普及（H30予定）
研修協力校と県事業指定校による小中高の「CAN-DOリスト」の作成

○研修協力校の全英連滋賀大会での実演授業による実践の周知と普及
虎姫高「虎姫高校で育てたい学習者像を目指した英語指導のあり方」

竜王中「即興的な対話力と発信力の育成 ～言語活動の指導と評価～」

成果の波及・周知

○生徒の英語力が県目標（中学校：英語検定３級取得程度以上４５％、高等学校：英語検定準２級取得程度以上４５％）に到達していない。
○英語教員の英語力が県目標（英語検定準１級取得程度以上中学校：４５％、高等学校：７０％）に到達していない。
○英語指導に対する小学校教員の不安が多い。

○県教育委員会による研修や授業研究会を充実させ、その成果を普及させることにより、教員の英語力・指導力および生徒の英語力を向上させる。

「英語教育改善プラン」に基づいた教員の英語力・指導力向上に向けた取組
「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」～滋賀県～

協力校の成果と課題具体的な取組内容

研修協力校（中学校）での研究授業
○全県・全校種への授業公開
・事業における授業研究会：３５回
・小学校での授業研究会 ：６４回

○研修会の充実
・英語教育カスケード研修：１０回
・英語科指導力向上研修等： ５回
・英語科授業力アップ研修： ２回
・英語力ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ研修 ： ３回

○「CAN-DOリスト」の取組
・県モデル「CAN-DOリスト」

平成２４年度作成・配付
・新モデル「CAN-DOリスト」

平成３０年度配付予定

→市町内教科主任部会と連携
→市町やブロックでの伝達
→校内伝達や小学校での校内研修
→教育研究部会との連携
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【中学校】英語検定３級取得程度以上の生徒の率が高い

【小学校】GTEC Jr.の４技能のスコアが高い

【高等学校】パフォーマンステストの実施状況や内容が向上している
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協力校の実施（H28コミュ英Ⅱ）
スピーチ、インタビュー

プレゼンテーション、ディベート

課題：成果の普及が不十分で、生徒の英語力が県目標値に達していない

課題解決の

ための

手立て

「CAN-DOリスト」の活用に
より、児童生徒の到達状況
を把握し、英語力を高める
手立てを考えて各校で実践

→よい事例を県内に普及

平成３０年度 平成３１年度

P 新リスト作成 → 新リストの検証と評価計画 D リスト活用の各校の実践

P 各校のCAN-DOプランの作成 D 各校実践・新リスト作成

P 中学校CAN-DOプランの作成 D 各校実践・新リスト作成

小

中

高

C 新リストの検証と各校実践 A 言語活動の充実への実践

C 新リストの検証と各校実践 A 言語活動の充実への実践

年間計画とCAN-DOをコラボ

コミュ英Ⅰ Ｈ２７実施 Ｈ２８実施

コミュ英Ⅱ Ｈ２７ × Ｈ２８実施

コミュ英Ⅲ Ｈ２７ × Ｈ２８実施

英語表現Ⅰ Ｈ２７ × Ｈ２８実施

英語表現Ⅱ Ｈ２７ × Ｈ２８実施
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平成２８～３０年度「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」 ～竜王町立竜王小学校～

・町内の学校には外国人児童生徒の在籍はなく、外国人観光客と出会う機会も少ない。そんな環境において、児童が英語
を学ぶ目的を正しく理解し、主体的に学ぼうとする姿勢を育むために、事業および外部専門機関との連携を活用する。

現状の課題と課題解決のための手立て

・町教委による英語検定補助制度を活用した英検受験の促進や本事業を活用したＧＴＥＣ Ｃｏｒｅにより
英語力を測定し、児童の目標設定の一助とする。

・ＩＣＴを効果的に活用し、英語圏の文化や背景に触れさせ、児童の英語学習への関心を高める。
・大学教授、県教育委員会指導主事を招いて授業研究会を実施することで、教員のスキルアップを図る。
・専科指導担当加配教員がＡＬＴやＪＴＥと連携し、児童の憧れやモデルとなるような様々な英語を使用

する場面を設定し、これからの時代に英語が必要な言語であることを感じさせる。

・職業において英語を使用されている町内在住のボランティアによる講演会を実施する。
・児童が英語を学ぶ動機付けとなるように中学生によるアメリカとの交換留学制度を活用する。また、参加
した中学生の姿を見ることで英語を学ぶ目標を持ったり、話すことへの憧れを抱いたりする機会とする。

・英語が話せる喜び、伝わる喜びを感じる機会として、夏休みに町内で実施される子ども英語スピーチ大会
を有効に活用する。

具体の取組の内容

（竜王町）（全国）
トータル 294.6 277.0 / 480
聞 く 力 81.1 75.8 / 120 
読 む 力 68.4 64.9 / 120
話 す 力 75.1 68.8 / 120
書 く 力 70.1 67.6 / 120

GTEC Junior2結果（H29.12月）

成果①

「英語を好きですか」（同左結果）

という質問に対する回答状況

ほぼ８割の児童が肯定的な回答している。

「まったく好きではない」の回答率も全国

から見ると低い傾向にある。

GTEC Junior2結果（H29.12月）

成果②

・児童の英語力と教科としての魅力については高
まっている一方で、以下に示す「将来身につけ
たい英語力」については消極的な回答が過半数
を占める。先述したとおり、日常的な外国人との
関わりが少ない地域として、子どもたちに英語を
学ぶ必要性や学びたいと思う気持ちにさせるた
めの工夫を重ねていく必要性がある。

今後の課題・方向性



平成２９～３０年度「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」 ～竜王町立竜王中学校～

・英語科教員の異動に左右されない、学校としての教科指導体制づくり
・主体的・対話的で深い学びを目指した英語科としての教科指導の在り方

現状の課題と課題解決のための手立て

・ＩＣＴの効果的な活用を目指すとともに、作成したＩＣＴ教材の共有化を推進。
・ＣＡＮ－ＤＯリスト滋賀県モデルを参考に学校独自で作成したＣＡＮ－ＤＯリストに

より学習到達目標を設定し、日々の指導と評価につなげている。
・町教委による英語検定補助制度を活用した英検受験の促進や
本事業を活用したＧＴＥＣ Ｃｏｒｅによる英語力の測定。

・平成２４年度から今年度まで、大学教授および県教育委員会
指導主事を招いての授業研究会を年間2回実施。他市町の小
中学校、高等学校英語教育担当教員や市町教育委員会英語教
育担当者の参加も年々増加してきた。

具体の取組の内容

・生徒の英語力 （ ）は全国
【英検３級相当】

平成２７年度 ４４．９％（３６．６％）
全国比【＋ ８．３】

平成２８年度 ５１．１％（３６．１％）
全国比【＋１５．０】

平成２９年度 ４６．９％（４０．７％）
【全国比＋ ６．２】

成果①
・教員の英語使用率（ ）は全国

【英語使用率７５％以上】

平成２７年度 ６６．７％（４６．５％）
全国比【＋１０．２】

平成２８年度 １００％ （５３．７％）
全国比【＋４６．３】

平成２９年度 １００％ （６２．６％）
【全国比＋３７．４】

成果②

・平成30年度は、これまでの本事業への継続
した取組の結果「全英連滋賀大会」の舞台
において授業実演の機会を与えていただい
た。この経験を本校の新たな出発点として
位置づけ、以下の４点を中心にもうワンス
テップ上の英語指導に努める。

①英語教育の質の向上とレベルの均一化。

②｢主体的な学び｣｢対話的な学び｣｢深い学び｣

につながる学習活動の整理および教師と生

徒における共有。

③外部検定試験の更なる活用と分析・改善。

④生徒だけでなく教員の学ぶ意欲の向上。

今後の課題・方向性



平成２７～３０年度「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」 ～県立虎姫高等学校～

・４技能をバランスよく育成するための、具体的かつ現実的な目標設定とそのための授業指針の策定
・表現力・発信力を伸ばし、かつそれを正しく評価するための多角的指標の活用

現状の課題と課題解決のための手立て

・授業改善
①自己評価シートの活用
②振り返りシートの活用

具体の取組の内容

成果①

【生徒】
・発話に対する積極性の向上
・即興力の向上
【教員】
・英語使用頻度向上

・教員間の連携強化

成果②

・使用英語の精度向上のための語彙の増強と文法力の
育成

・発話の内容やレベル向上に向けた読解力の強化
・Ｂ１レベル ９０％以上 Ｂ２レベル ６０％以上
・批判的思考スキルと感情スキルの育成
・地域の小中学校とのさらなる連携強化

今後の課題・方向性
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上が本校、下が全国平均 リスニング・
ライティングの伸びが顕著

G-TEC for students Score（総合）

・英語科ＣＡＮ－ＤＯ合宿の実施（年３回）
①教科指導と教育目標・学習スキルとの相関
②学期ごとの目標の確認と共有
③ＣＡＮ－ＤＯリストの改訂

（外部検定、CEFRとの
関係性構築）

４月 ７月 １２月 ３月

授業中の先生の指示を聞いて理解できる。 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

身近な話題や社会性のある分野について、クラスメイトの話やプレゼンを理解

できる
☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

ニュースや議論またはそれらに準ずるような教材の概要や要点を理解でき

る。
☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

身近な話題や社会性のある分野についての文章なら、初見で概ね理解でき

る。
☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

教科書で学んだ文章は、十分に理解できる。 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

授業で扱った話題（身近な話題や社会性のある分野）に関する文章なら、初

見でその意図を概ね理解できる。
☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

（教科書レベルの）文章を読むとき、パラグラフごとの主題文や指示文を概ね
☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

技能・スキル
自己評価

聞く

読む

学びの記録

単元の学習の前に目標を確認し、学習後に自己評価をしよう。

◆単元情報

科目 記入日

単元 題材

学習項目

◆目標と自己評価

　※自己評価基準　★★★：８割程度できる　★★：６割程度できる　★：　半分以下

コミュニケーション英語Ⅱ 　　　年　　　月　　　　日　

Lesson　4 Life in a jar

Irena Sendler・文章の構成・完了形の受動態、分詞構文

達成目標（技能・スキル） 自己評価

Irena Sendlerについて書かれた文章の概要を初見で理解することができる。（読む） ☆　☆　☆

理解したことを説明し合うペア・グループ活動に、積極的に取り組める。（社会性） ☆　☆　☆

（自分で追加）

☆　☆　☆

文章の構成やパラグラフごとの主題文や支持文を概ね理解できる。（読む） ☆　☆　☆

完了形の受動態、分詞構文を理解し、正しく使うことができる。（読む、書く） ☆　☆　☆

学習した英文を（　　　）を補いながら音読することができる。 ☆　☆　☆

・１年コミュニケーション
英語Ⅰ（４単位）におけ
る実践コミュニケーショ
ン（１単位）の実施

英語学習における到達目標と時期　

聞く 読む 話す（やり取り・発表） 書く

Ｃ１

いろ いろな種類の高度な内容のかなり

長い文章を 理解して、含意を 把握でき

る。言葉を 探しているという 印象を 与え

ずに、流暢に、ま た自然に自己表現がで

きる。社会生活を営むため、また学問上

や職業上の目的で、言葉を 柔軟かつ効

果的に用いることができる。複雑な話題

について明確で、しっ かりとした構成の、

詳細な文章を 作ることができる。

１

級

・ネイティブ向けメディアレベルの

内容を聞いて、ほぼ全体を理解でき

る。

・英字新聞や論文レベルの文章を読

んで、概ね理解できる。

・英文小説を楽しみながら読むこと

ができる。

●入試：難関大学の英文を十分理解

できる。

・場面や目的にあった適切な表現を

使って滑らかに会話できる。

・専門分野であれば講義を行うこと

ができる。

★語彙：複数の分野の専門語彙を含

めあらゆる語彙を適切に使える。

・文章作成のテクニックを駆使して

効果的にエッセイ等を書くことがで

きる。

・専門分野であれば論文を書くこと

ができる。

5

4

・ディスコースマーカーを正しく使

うことができる。論理性のある、首

尾一貫した文章を作れる。

・語彙や文構造にバリエーションを

持たせて、読み手に対し一定の説得

力のある文章を書くことができる。

▲文法・構文：高校文法を正しく使

える。

◆教科書：英表Ⅰで扱う文法を全て

使える。

●入試：自由記述作文に対応でき

る。

学習スキル(ATL)

1.思考スキル

　a) 批判的思考スキル

□課題に対して論理的に思考を深めることがで

きる

□情報を分類したり優劣を比較検討することが

できる　等

　b) 創造的思考スキル

□独自の着想を持つことができる　等

　c) 振り返りスキル

□正誤や優劣について多角的視点で見直すこ

とができる　等

2.自己管理スキル

　a) 行動スキル

□課題・学習内容遂行のための計画を立てるこ

とができる

□計画どおりに行動し、期限内にやり遂げること

ができる　等

　b) 感情スキル

□困難に立ち向かったり、失敗から立ち直ること

ができる

□自らすすんで学ぼうとする気持ちを喚起するこ

とができる

□意欲を持続し眼前の課題に集中することがで

きる　等

3.コミュニケーションスキル

□身振りや表情等様々な手段を活用して伝える

ことができる

□言語以外の手がかりから話し手の意思や感情

を理解することができる　等

4.社会性（協働）スキル

□違う考えや価値観に誠実に対応できる

□他人と協力して課題に取り組むことができる

等

5.リサーチスキル

□メディア等を活用し必要な情報を的確に獲得

できる

□メディアから得られる情報の信頼度について検

証・判断できる　等

CEFRレベルと熟達度 到達

時期

到達

時期

Ｂ２

自分の専門分野の技術的な議論も 含め

て、抽象的な話題でも 具体的な話題で

も 、複雑な文章の主要な内容を理解でき

る。母語話者とはお互いに緊張しないで

不通にやり取りができるく らい流暢かつ

自然である。幅広い話題について、明確

で詳細な文章を作ることができる。 準

１

級

到達

時期

・社会性のある様々な分野の講義や

議論レベルの内容を聞いて、ほぼ全

体を理解できる。

・専門性を有する分野であれば、ネ

イティブ向けのラジオやテレビのレ

ベルの内容を聞いて、概ね理解でき

る。

・日常生活について（普通の速さ

で）話された一定の長さの内容を聞

いて、概要・要点を理解することが

できる。

・短い会話が理解できる。

●入試：大学共通テストの問題の半

分程度には解答できる。

■授業：教師やＡＬＴの指示が半分

程度理解できる。

・社会性の高い話題について、適切

な表現を使って自然に会話したり、

説明を行ったり、議論に参加したり

することができる。

・場面や相手の状況に応じて臨機応

変に適切な表現を選択し伝えること

ができる。

★語彙：社会性のある分野の語彙全

般＋αを使える。

▲文法・構文：細かな文法的差異を

概ね適切に使い分けることができ

る。

・構成のしっかりしたパラグラフに

より意見を書くことができる。

・場面や目的にあった適切な表現

で、意図する内容が確実に伝わる英

文を書くことができる。

▲文法・構文：あらゆる構文や慣用

表現を適切に使える。冠詞や単複の

使い分けを概ね正しく行える。

●入試：自由記述作文でほぼ完ぺき

な解答が書ける。

・日常的な話題について、簡単な説

明や意思の表明ができる。

・準備をすれば発表ができる。

★語彙：日常生活での語彙。中学既

出単語が使える。

▲文法・構文：主語＋動詞などの正

しい語順で情報を発信できる。

・複数の英文を組み合わせて、一定

の情報を伴った文章を書くことがで

きる。

・キーワードを用いて文章を要約す

ることができる。

・辞書や教師のアドバイスなどの手

助けを得れば、まとまったスピーチ

の原稿を書くことができる。

▲文法・構文：中学基本文法＋αを

正しく使える。

◆教科書：英表Ⅰで扱う文法の７割

が使える。

到達

時期

１

年

6

7

２

年

２

年

３

年

・社会性のある様々な話題について

書かれた論説文（抽象的な内容や複

雑な文構造のものを含めて）を十分

に理解できる。

・専門性を有する分野であれば、書

き手の含意を理解することができ

る。

★語彙：アクティブＤランク＋αの

意味がわかる。

●入試：難関大学の英文に解答でき

る。

◆教科書：コミ英Ⅲで扱われる英文

英

検

ＧＴＥＣ

for ST

３

年

Ｂ１

仕事、学校、娯楽などで普段出会う よう

な身近な話題について、標準的な話し方

であ れば、主要な点を理解できる。その

言葉が話されている地域にいるときに起

こりそう な、たいていの事態に対処するこ

とができる。身近な話題や個人的に関心

のあ る話題について、筋の通った簡単な

文章を 作ることができる。

２

級

Ａ２

ご く 基本的な個人情報や家族情報、買

い物、地元の地理、仕事など、直接的関

係があ る領域に関しては、文やよく 使わ

れる表現が理解できる。簡単で日常的な

範囲なら、身近で日常の事柄について、

単純で直接的な情報交換に応じることが

できる。 準

２

級

※CEFRは言語能力を評価する国際指標。今後の大学入試における英語力判定の指標とされる見込み。  ※「到達時期」は、虎姫高校が目標とする標準的到達時期

・日常生活でよく現れる短くて簡単

な内容を聞いて、概要や情報を把握

することができる。

・意図の通じる英文を書くことがで

きる。

★文法・構文：中学基本文法を概ね

正しく使える。
Ａ１

具体的な欲求を満足させるための、よく

使われる日常的表現と基本的な言い回し

は理解し、用いることができる。自分や他

人を 紹介することができ、住んでいるとこ

ろ や、誰と知り合いであるか、持ち物など

の個人的情報について、質問を したり、

答えたりすることができる。も し、相手が

ゆっ く り、はっ きりと話して、助けが得られ

るならば、簡単なやり取りを することができ

る。

３

級

１

年

3

１

年

３

年

２

年

・日常的な話題について、表現のバ

リエーションが限定的ではあるが、

一定の内容・情報を伴って意見や意

図を伝えることができる。

・即興で簡単なスピーチができる。

★語彙：日常生活の語彙＋α、アク

ティブＢランクまで使える。

▲文法・構文：正確で適切な疑問文

を用いることができる。基本文構造

は正しく使える。

・基礎段階の英語使用者向けに書か

れた文章の概要を理解し、必要な情

報を把握することができる。

・Ｅメールやパンフレット、ポス

ター等から必要な情報を得ることが

できる。

★語彙：アクティブＣランク半分程

度の意味がわかる。

●入試：大学共通テストの問題の半

分程度には解答できる。

◆教科書：コミ英Ⅰで扱われる英文

とその内容を十分に理解できる。

・日常生活での実用的な文章の要点

や意図を理解できる。

・身近な話題や社会性のある分野に

ついて書かれた文章の概要を理解

し、必要な情報を把握することがで

きる。

★語彙：アクティブＤランク程度の

意味がわかる。

●入試：大学共通テストに解答でき

る。

◆教科書：コミ英Ⅲで扱われる英文

とその内容を半分理解できる。コミ

英Ⅱは十分に理解できる。

・日常的・身近な話題や社会性の高

い分野について、場面や目的に応じ

て一定の適切さを伴って自分の意思

と理由を述べることができる。

・関心のある分野について、説明す

ることができる。

・日常で想定できる様々な状況に、

ほぼ問題なく対応できる。

・思いついたことを、複数の英文

で、不自然な間をおかずに話すこと

ができる。

★語彙：身近な語彙、社会性の高い

分野の一般語彙、アクティブＣラン

ク半分程度が使える。

▲文法・構文：基本文法にほぼ誤り

なく発信できる。

・身近な話題や社会性のある分野に

ついて（普通の速さで）話された一

定の長さの内容・会話を聞いて、ほ

ぼ全体を理解できる。

●入試：大学共通テストに解答でき

る。

■授業：ＡＬＴの複雑な指示が理解

できる。

３

年

２

年

１

年

③パフォーマンステスト
の活用
④外部講師による継続
的な指導助言

④G-TEC（１年次１回
・２年次２回）結果の
分析とそれに基づく
指導計画の修正

全英連滋賀大会での授業実演

140

160

180

1年生12月 2年生4月

GTEC for students reading



平成２８～３０年度「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」 ～滋賀県立長浜北高等学校～

現状の課題と課題解決のための手立て

具体の取組の内容

成果① 成果② 今後の課題・方向性


